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度、職務不満足及び離職意向に及ぼす影響 
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背景 

確実な就業者数の増加や新たな職種が認められる情報関連・通信産業（以下、情報関連産業）

は、急速な発展をとげる国内の主要な産業である。一方、技術革新や多様な雇用形態、評価制度

など昨今の国内の労働職場環境の変化によるストレスを先取りする典型的な産業・職場である。

情報関連産業のコンピュータ技術職に関する先行研究では、歴史の浅い未熟な組織を背景に、仕

事ストレッサーと精神的健康度や蓄積的疲労兆候との関連性が指摘される。加えて、組織の生産

性や業績の悪化に影響する離職率の高さが国内外において知られており、業界特有の労働職場環

境特性の影響のみならず、コンピュータ技術職の高い成長欲求度の影響が指摘される。しかし、

国内の先行研究は主にソフトウェア技術者を対象とし、昨今のインターネットの普及で増加した

新たな業種を含めていない。加えて、離職意向や職務不満足、個人要因として成長欲求度をも考

慮し、ストレッサーとして労働職場環境特性との関連性を検証したものは皆無である。 

目的 

情報関連産業のソフトウェア技術職のみならずインターネットなどの関連職を含めたコンピュ

ータ技術職において、１）マクロ及びミクロのストレッサーを含めた労働職場環境及び個人要因
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である成長欲求度の実態を明らかにすること、２）労働職場環境のマクロとミクロのストレッサ

ーと個人の主観的健康度、離職意向及び職務不満足との関連性を明らかにすること、３）組織の

生産性と労働者のウェルビーングの両方を改善する方法の示唆を得ること、を目的に実施した。

方法 

対象企業は２つの情報通信技術関連企業の労働組合連合体の加入組合の中で、調査協力の承諾

が得られた53社である。割当法(標識は両労働組合連合体の性および年齢構成）を用い各社30名、

計 1590 名の組合員を調査対象者とし、2003 年 5 月～6 月末、各組合担当者経由で各人がパスワー

ド及び調査の同意の有無を入力後、web 上の質問票調査を無記名形式で回答した。有効回答率

61.6%(979 名) のうち、約8割を占める技術職種の計871名、男性718名(83％)、女性153名(17％）

を分析対象とした。平均年齢は男性32.5歳(±5.5),女性29.6歳(±4.9)で、対象とした2つの労

働組合連合体の性別、年齢構成とほぼ一致した結果であった。分析に用いた項目は、基本属性、

就業特性、労働時間特性及び、労働職場特性を調整変数とし、それ以外に個人要因としてHackman

とOldhamの成長欲求度の6項目版を、労働職場環境のマクロとミクロのストレッサーの測定には、

オリジナルの労働職場環境特性(Perceived work organizational characteristics、以下PWOC)の 29 項目

7 尺度を使用し、先行研究の概念モデルを参考にマクロ及びミクロレベルのストレッサーに分類

した。従属変数には、主観的健康度に関する変数として精神的健康度に GHQ12 項目版（以下、

GHQ-12)を、蓄積的疲労兆候に簡約版蓄積疲労徴候スケール 18 項目版（以下、CFSI-18)を、職務

不満足は、Mclean の職務満足感尺度 15 項目版の日本語訳を、離職意向は信頼性が確認されている

オリジナルの 6 項目版を使用した。分析方法として、まずPWOC の 29 項目の各質問に対し「あて

はまる」の回答の割合である「ストレッサーの広まり」と、各質問の「あてはまる」の回答の負

担感の程度を得点化した「ストレッサーの強度」を算出した。次に、関連要因を明らかにするた

め、基本属性、就業特性、労働時間特性並びに労働職場特性を調整変数に、成長欲求度及びPWOC

のマクロ及びミクロレベルの各変数を独立変数として投入し、GHQ-12、CFSI-18、職務不満足及び

離職意向との関連性を検証する階層的重回帰分析を試みた。 
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結果 

「ストレッサー広まり」の割合の高い上位5項目は全てマクロレベルのストレッサーの項目で、

キャリア開発や将来の見通し及び評価制度に関する事柄であった。一方、「ストレッサーの強度」

の上位 3 項目は「ストレサーの広まり」と同じ内容でかつ順位も同様であった。重回帰分析の結

果では（表1及び2）、GHQ-12スコアは、PWOCのミクロレベルのストレッサーの各変数を投入する

と 2 つの変数との有意な関連が認められ、成長欲求度と負の有意な関連も認められた。マクロレ

ベルのストレッサーの各変数を投入すると、3つの変数との有意な関連が認められた。CFSI-18ス

コアは、PWOC のミクロレベルのストレッサーの各変数を投入すると、3 つ全ての変数との有意な

関連が認められ、マクロレベルのストレッサーの各変数を投入すると、2つの変数との有意な関連

性が認められた。職務不満足スコアは、ミクロレベルのストレッサーの各変数を投入すると 3 つ

の変数との有意な関連が認められ、マクロレベルのストレッサーの各変数を投入すると 4 つの全

ての変数と有意な関連性が認められた一方で、「仕事の量・質的負荷」との有意な関連性は消失し

た。離職意向スコアは、ミクロレベルのストレッサーの各変数を投入すると 3 つ全ての変数との

有意な関連が認められた一方で、成長欲求度の関連性は有意ではないが正から負に変化した。マ

クロレベルのストレッサーの各変数を投入すると、4つ全ての変数と有意な関連性が認められた。 

考察 

ミクロレベルのストレッサーである仕事の量・質的負荷は、心身の健康度のみならず、離職意

向においても重要な要因であった。加えて、主観的健康度に関してのみならず、職務不満足及び

離職意向の増大にマクロレベルのストレッサーが強く影響していた。また労働職場環境特性以外

に、離職意向に関しては労働市場環境に影響を受ける組織の収益性が、精神的健康度に関しては

成長欲求度や評価制度といった個人のモチベーションに関する事柄が、重要な要因であった。特

に、いずれの従属変数とも関連性が認められたキャリア開発や将来の見通しについては、歴史が

浅く、技術革新による変化とそのスピードの速さが指摘される情報関連産業の組織の特性が背景

に影響すると考えられた。情報関連産業における労働職場環境特性が、個人の主観的健康度のみ
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ならず、組織の業績や生産性との関連が指摘される職務不満足や離職意向に影響することが明ら

かになり、それらの対策が個人と組織の双方に有益でことが示唆された。 

表 1．主観的健康度に関連する要因（N=670） 

GHQ-122) CFSI-183)

独立変数1) ｶﾃｺﾞﾘｰｽｺｱ 標準偏回帰係数 標準偏回帰係数

Model 1 Model 2 Model 3 Model 1 Model 2 Model 3
労働職場特性

事業所規模

小規模 (参照カテゴリー=小規模事業所(0=該当しない,1:該当する）） 0.0477 0.0148 0.0047 0.0073 -0.0240 -0.0351

中規模 (参照カテゴリー=中規模事業所(0=該当しない,1:該当する）） 0.0890 0.0279 0.0326 0.0886 0.0291 0.0299

収益性

収入実績 (参照カテゴリー=前年比(0=横ばいもしくは増加,1:減少）） -0.0499 -0.0812 -0.0895 0.0116 -0.0235 -0.0294

収益実績 (参照カテゴリー=前年比(0=横ばいもしくは増加,1:減少）） -0.0163 0.0024 0.0154 -0.0378 -0.0202 -0.0075

新卒採用実績 (参照カテゴリー=前年比(0=横ばいもしくは増加,1:減少）） 0.0247 0.0222 0.0153 -0.0075 -0.0124 -0.0193

成長欲求度 (高点数ほどその性質が強い) -0.0685 -0.1072
**

-0.1172
**

-0.0090 -0.0510 -0.0681

労働職場環境特性

ミクロレベルのストレッサー

　同僚のサポートの低さ (高点数ほどその性質が強い) 0.1573 *** 0.1006 * 0.0878 * 0.0326

　作業環境の低い快適性　 (高点数ほどその性質が強い) 0.0389 -0.0026 0.1162 ** 0.0707

　仕事の量・質的負荷 (高点数ほどその性質が強い) 0.3344 *** 0.2564 *** 0.3150 *** 0.2354 ***

マクロレベルのストレッサー

　上司のサポートのまずさ　 (高点数ほどその性質が強い) 0.0596 0.0608

　評価制度の未熟性　 (高点数ほどその性質が強い) -0.1446 *** -0.0350

　管理方式の未整備　 (高点数ほどその性質が強い) 0.1375
**

0.1144
*

　キャリア・見通しの曖昧さ (高点数ほどその性質が強い) 0.1716 *** 0.1266 **

Adjusted　R2 0.0364 0.1812 0.2259 0.0494 0.1796 0.2061

*p < .05. **p < .01. ***p < .001. 

注1）基本属性、就業特性、労働時間特性を調整した結果を示す。

注2)一般健康調査 12項目版（12 items version of General Health Questionnaire)

注3)簡約版蓄積疲労徴候スケール18項目(18 items version of Cumulative Fatigue Symptom Index）  
 
表 2．職務不満足及び離職意向に関連する要因(N=670) 

職務不満足 離職意向
独立変数 ｶﾃｺﾞﾘｰｽｺｱ 標準偏回帰係数 標準偏回帰係数

Model 1 Model 2 Model 2 Model 1 Model 2 Model 3
労働職場特性

事業所規模

小規模 (参照カテゴリー=小規模事業所(0=該当しない,1:該当する）） 0.0634 * 0.0409 0.0152 * 0.0592 0.0232 0.0087

中規模 (参照カテゴリー=中規模事業所(0=該当しない,1:該当する）） 0.0965 0.0364 0.0286 0.1244 *
0.0595 0.0562

収益性

収入実績 (参照カテゴリー=前年比(0=横ばいもしくは増加,1:減少）） 0.0594 0.0226 0.0151 0.1016 0.0650 0.0576

収益実績 (参照カテゴリー=前年比(0=横ばいもしくは増加,1:減少）） -0.1288 * -0.1008 -0.0725 -0.1508 **
-0.1333

**
-0.1147

*

新卒採用実績 (参照カテゴリー=前年比(0=横ばいもしくは増加,1:減少）） 0.0229 0.0095 -0.0054 0.0517 0.0486 0.0392

成長欲求度 (高点数ほどその性質が強い) 0.0732 0.0080 -0.0487 0.0143 -0.0259 -0.0581

労働職場環境特性

ミクロレベルのストレッサー

　同僚のサポートの低さ (高点数ほどその性質が強い) 0.2035 *** 0.0836 * 0.0942
*

0.0194

　作業環境の低い快適性　 (高点数ほどその性質が強い) 0.1918 *** 0.0849 * 0.0891
*

0.0230

　仕事の量・質的負荷 (高点数ほどその性質が強い) 0.2262 *** 0.0564 0.3642
***

0.2625
***

マクロレベルのストレッサー

　上司のサポートのまずさ　 (高点数ほどその性質が強い) 0.1635 *** 0.1015
*

　評価制度の未熟性　 (高点数ほどその性質が強い) 0.2238 *** 0.0896
*

　管理方式の未整備　 (高点数ほどその性質が強い) 0.1685 *** 0.0982
*

　キャリア・見通しの曖昧さ (高点数ほどその性質が強い) 0.1353 *** 0.1231
**

Adjusted　R2 0.0368 0.2057 0.3726 0.054 0.208 0.262
*p < .05. **p < .01. ***p < .001. 
注）基本属性、就業特性、労働時間特性を調整した結果を示す。  


